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　a0/2+Σ(ak・cos [kt] + bk・sin [kt])　









 a0/2 + a1・cos (t) + b1・sin (t)
の形で近似される。a0/2は定数であり各値の平均値に相当する（図1のH0）。この関数は
単一の三角関数y=A・cos(t-φ)に合成できるので、以下のようになる。
  phase φ =tan-1(b1/a1)　
 単位は角度（度、ラジアン、時間に直す場合はRR間隔より計算）
  amplitude A=√(a12+b12)
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 壁厚肥厚率の変化（●）にフーリエ変換を行った例。H0は定数、H1、 H 2、H 3はぞ
れぞれ、1次、2次、3次の高調波成分である。
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